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家屋倒壊等氾濫想 定区域（氾濫流 ）

市区町村 界

対 象となる水位周知河川

洪水浸水想 定区域の指定の

 
 町野川水系町野川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）） 

 

１ 説明文 

（１）この図は 、町野川水系町野川の水位周知区間に ついて、家屋倒壊等をも た らすような 氾濫の発生

が想定される区域（家屋倒壊等氾濫想定区域）を表示した 図面で す。 

（２）この家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）は 、公表時点の町野川の河道及び 洪水調節施設の整備状

況を勘案して、想定し得る最大規模の降雨に 伴う洪水に より町野川が氾濫した 場合の氾濫流に よる

家屋倒壊等の状況をシミュレーションに より予測した も ので す。 

（３）家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）の作成に あた っては 、公表時点の町野川の河道及び 洪水調節

施設の整備状況を勘案して想定した 複数の破堤箇所に ついて、それぞ れシミュレーションに より氾

濫流に よる家屋倒壊等の状況を予測し、これを重ね 合わせて最大の範囲を示した 図面を作成してい

ます。 

（４）な お、このシミュレーションの実施に あた っては 、支川や 隣接する他河川の氾濫、シミュレーシ

ョンの前提とな る降雨を超える規模の降雨に よる氾濫、内水に よる氾濫等を考慮していませんの

で 、この家屋倒壊等氾濫想定区域に 指定されていな い区域に おいても 家屋倒壊・流出等が発生する

場合があります。 

（５）また 、家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）は 、一 定の仮定を与えて算定しており、（４）の条件

に 加え、倒壊等する家屋は 直接基礎の標準的な 木造家屋を想定していること、堤防の宅地側に は 家

屋がな い更地の状態で 氾濫計算をしていること等の理由から、この区域の境界は 厳密で は な く 、あ

く まで 目安で あることに 留意して下さい。 

 

２ 基本事項等 

（１）作成主体          石川県 

（２）公表年月日         令和８年５月２２日 

（３）対象とな る水位周知河川   町野川水系町野川 

（実施区間）鳳珠郡能登町五十里 新世紀橋 から海まで  

（４）算出の前提とな る降雨    町野川流域の1日の総雨量708mm 

（５）関係市町村         輪島市、能登町 

（６）その他計算条件等 

  ①氾濫計算は 、対象区域を25m格子（計算メ ッシュという）に 分割 して、これを1単位として計算し

ています。 

  ②計算メ ッシュの地盤高は 、航空レーザ測量（0.5mグリッド ）から求め た 平均地盤高を使用してい

ます。このた め 、微地形に よる影響があらわせていな い場合があります。 

  ③連続して大規模に 盛り土された 道路や 中小河川の堤防等に ついては 、計算メ ッシュに おいて平均

地盤高とは 別に 扱い、その影響を考慮した シミュレーションを行っています。 

 

※この地図の作成に 当た っては 、国土地理院長の承認を得て、同院発行の電子地形図25000を使用して

います。 

（測量法に 基づく 国土地理院長承認（使用）R 7JHs 949） 

背景図は 電子地形図25000を拡大して使用しているので 、位置精度は 基図に 準じます。 

※この洪水浸水想定区域図は 、国土交通省国土地理院が実施する航空レーザ測量データ（検定完了版）

を利用した も ので す。 


